
じゆえリー通信 231卦 平威 16年 10日

ハイリイト
●まriまたツィてる!!ケーブんテレじ!!

●第2由 !ジャンケン大会!アホはじゃ/Lけ/L強い!?

:曇襲星当倉″』15万
の指環」の思い出

●あ/Lお話こんな話 マッテま―す!!

「ペン持つて 書ぃて ボストに入れるだけ」
●こちらジュエリー通信編集部‖

こんにちわ!じゅぇリーいはらの丼原一成です!

!9とことで理二塁打卸うの執
ばかられるくらいスコィ記要ですI話人未到の1シーズン259安打達成!!

(10月 3日現在)努力の人でしょう。挑戦の人でしょう。学びの人で し

よう。きつとイ チ ロ ー 選手は自分の24時間を野球にささげているの
でしょうね。「 1本のヒットがどれだけ嬉しいか」といぅ彼の言葉があ
ります。もしかしたら彼は自分のためでもな<、 記録のためでもなく、
人類の希望のために戦い続けてるのかもしれませんね。さあ!希望に燃え
て‖今月も波に乗っていきま|しょう!!

辮 1

●またまたツイてる!!ケーフ
・
んテレじ!!木

いですね。車を運転してるとき かいで信号待ちの大きなダンプカーを女性が
運転していたりなんかしたら「すげえなぁ」なんて思って

…
介や富生ちゃんのぴかぴかサービスどか、大阪でガーネットを掘ってきた話はいちば
ん盛り上がりました!!緊張しながらも楽しいひと時でした。 じい)j覇213′′
最近私の友人、知り合いの方が本を出 したり(菊田地風さん)、 いいことで新間に出たり

だ軍菖歪慮菖三を言ぢ彗ξ:、亨1下:下1俺
も四大新間に掲載されてやる!!と、′ふに決め

濠り4ふ ゴもξぬた,｀ネ輌



●無敵!!アホはじゃんけん強いII

富生ちゃんをやつつける!:

35戦 28勝で、勝率はなんと8割でした。最初は7連勝でした。腕

時計の電池交換の代金を賭けての勝負だから気合が入つていた。という

訳ではありません。はじめは負けても良い、お客様へのグーム感覚のサ

ービスだという気持ちでした。■‐ 〔

ところがあまりにも自分が強いのでだんだん本気になってしまいまし

た!!ち ょつと種明かししますと「最初はグ‐」の後、チョキをすつと出

していました。ご年配の女性は、じゃんけんをする際、次にパーを出す

率が多いようですね。私はほとんどチョキばかりを出していたので、自

然とじゃんけんの勝率が上がったようです。ジャンケンで勝つととても

気分がいいです。というわけで第2回開催決定なので～す。111■ `‐
:「‐

赤い券を持つてジャンジャン富生ちゃんに挑戦して下さい。勝てば儲

けものです。 次のジャンケン大会は、グーと出そうか、チョキと出そ

うか、パーと出そうか。 多え考～すノ
最初はグージ
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●富生ちゃんの「んじ―の指環」の思い出
フ 年 のプロ野球は激動の年でしたね。近鉄パファローズがオリック

スと合併する事になり近鉄パファローズが事実上消滅する事になりまし

た。9月 24日パファローズの本拠地の大阪 ドームでの最終戦がありまし

た。

翌9月 25日 経済新間の社会 、「猛牛戦士ありがとう」

の活字の下に「10年間応援 黒由のおばちゃん」というサプタイトル
と黒田恵美子さんの写真が掲載されていました。とてもビックリしたと

ともにとても嬉しかったですというのも昔からとても世話になつている

薄だつたからです。    |

私 が宝石の業界で独立 し、布施の店を開店する前は、お客様宅へ伺

い訪問販売をしていました。外商中、黒田さんの職場にいきました。そ……
―

                
一

―‐ |
の時は自分の商用で伺 つたわ|サ ではないので商品の話は していないかっ

たのですが、その職場に、当時流行 つていた→テj署
‐

船 さんが歌 ってい

うヽ歌が流れていました。
~~~~~~

た「ルビーの指環」とし

「<～も～り～ガラスの向こうは～♪」
会 話 の中の冗談で黒田さん日<「 ルピーの指輪、ちょうだい。」富

生ちゃん「ルピーの指輪持つてへんけどダイヤの指輪ならあるわ。」(当

時はルピーの宝飾品があまり売れなかつたのですが、「ルビーの指環」

の歌の流行以来よ<売れるようになったのです。)。 ・ 。というのが最初

の出会いで した。その後、毎月のようにお買い上げ頂き、修理や加工の

仕事を承り贔贋にして頂きま
ャ
た。その 4、 5年後にタイル建築会社の

社長夫人に出世されました。永いご贔贋のあいだのお話に「私、野球の

近鉄の追っかけしてるねん。ゲームや練習の際、差し入れなんか若い子

(選手)に持つて行ったるねん。もう選手の間ではええ顔やで―。」と
おつしゃつてました。近鉄パファローズの本拠地での最後めア=ム■、

熱烈なファンとして、他の新聞やテレビにも取り上げられたそうです。

新聞紙上で応援してはる姿をt久 し振りにお目に掛かりました。

「黒田さん ごくろ―様でした。J

富生ちゃんの交遊録の一コマです。

〕
1鶯 |

「
》

哺や

為

シ
゛

tと

雄
疎
癬
鶏
卜
満
⊃
ネ
撃
゛

∫婦 14‐生じも議メこ・ご豫ひb



コ ンに 髯I■ ギがヽ  丼斤 月■ 20()4年 いヽ 11419月 2も E31■ ,r口 ,

「
最
後
の
雄
張
を
ま
ぶ
た
に
焼
き
付
け
た
い

一
と
、

チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の
法
被
を
身
に
ま
と

っ
た
フ
ァ
ン
で
赤

製
の
二
十

一
球

一
、
巨
人
を
相
手
に
日
本
シ
リ
ー
ズ
二

連
勝
後
の
四
連
敗
‥
―
．
球
史
に
残
る
名
勝
負
を
演
じ

な
が
ら
、
日
本

一
の
栄
冠
を
つ
か
む
こ
と
な
く
五
十
五

年
の
伝
統
に
帯
を
下
ろ
す
近
鉄
パ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
選
手

た
ち
を
、
惜
し
み
な
い
相
手
と
声
援
が
包
み
込
ん
だ
。

恵
美
子
さ
ん

て́
ヽ
の
姿
が

あ
っ
た
。
試
合
前
に
は

一
生

き
が
い
を
奪
わ
れ
た
よ
う

で
。
選
手
の
将
来
も
心
配
」

と
無
念
さ
を
隠
し
き
れ
な
か

っ
た
が
、
剤
的
な
サ
ヨ
ナ
ラ

勝
ち
の
幕
切
れ
に
、　
一́
選
手

あ
フ、
´
´
２
眠
離
が
近、
」
恥

Ⅷ
性
応
慨
で
嗜
に
こ
と
は
一

生
忘
れ
ら
れ
な
い
」
．

，ｔ
々
は
大
学
野
球

フ
ァ

11,1

Iイア
サ延

早長
ラで

合
唱
が
響
く
中
、
早
野
が
決

で
の
涙
は
ワ
シ
も
同
じ
気
持

勝
打
を
決
め
た
。
　
　

　

　

一
ち
や
っ
た
」
と
感
慨
深
け
ぃ

に
．
ス
タ
ン
ド
か
ら

「
い
て

一
子
会
長
と
し
て
本
当
に
よ
く

ま
え

一

「
い
て
ま
え

」
の
大

一や

っ
て
く
れ
た
。
記
者
会
見

「い
て
ま
こヽ
声
援
実
る

最
後
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
が
終
わ
り
涙
ぐ
む
近
鉄
フ
ァ
ン

舗^
日
夜
、
人
阪
ド
ー
ム
）

延
長
十

一
口
で
サ
ヨ
ナ
ラ

勝
ち
と
な

っ
た
ｍ
後

の
ホ
ー

ム
グ
ー
ム
、
一
二
，
四
日
の
西

武
戦

　

一
点
■
を
争
う
接
戦

と
な
り
、
西
武
が
エ
ー
ス

・

松
政
を
投
入
す
れ
ば
、
近
鉄

も
高
村
、
小
池
、
な
用
ら

一

九
九
０
年
代
を
支
え
た
投
手

呻

を

経

り
出

し

て
延

長
戦

>◎ 0鋳
瞥胸>撃oの
醸機 鰤 1

マ′1-う。.

撃 勝ハ癬―ソ

ン
に
な

っ
た
と
い
う
．　
　
　
一

毎
シ
ー
ズ
ン
、
年
間
予
約

一

の

一
席
二
■
四
万
１・―
の
パ

ッ
一

ク
ネ

ッ
ト
裏
シ
ー
ト
ニ
席
を

一

購
入
し
て
き
た
。
し
か
し
、　

一

自
ら

一
特
等
席

一
に
座

っ
た

一

こ
と
は
ほ
よ
ん
ど
な
い
．
ｍ

一

な
じ
み
の
球
団
関
係
古
ら
に
一

譲
り
、
黒
田
さ
ん
は
い
つ
も

一

内
野
の
自
由
出
で
出
擢
■
送

一

り
続
け
て
き
た
。　
　
　
　
　
一

一
一
軍
に
比
べ
、
年
体
の
一

安
い
二
節
の
た
め
に

一
と
、

． 週
丁
四
、
五
人
を
焼
き
内
や

す
じ
店
に
連
れ
て
行
く
こ
と

も
ヶ
な
く
な
い
。

「
み
ん
な

よ
く
食

べ
る

．
一几
気
な
姿
を

見
る
と
自
然
と
は
援
に
も
熱

が
入
り
、
若
返
る

一
と
振
り

返
る
。
●

１，‐
選
Ｆ
の
遠
征
先

な
ど

に
ビ
ー
ル
や
た
ば

こ

を
た
し
入
れ
た
り
、
球
団
職

い
う

へ
の
心
世

い
を
忘
れ

な
い
照
田
さ
ん
に
は
、
い

つ
し
か

■

ｍ
の
が
観
り

，

ん
」
と
の
受
弥
が
付
け
ら
れ

た
。選

手
の
結
婚
式
に
招
待
ヽ

れ
た
り
と
、
思
い
出
は
尽
ヽ

な
い
が
、
リ
ー
グ
優
勝
を
¨

め
た

一
い
て
ま
え
打
線
」
い

優
勝

へ
と
導
い
た
二
〇
〇

年
の
ベ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
は
¨

象
に
残
る
記
慨
の

一
つ

丁

テ
ー
プ
を
用
意
し
て
ま
ご
＾

い
て
い
た
ら
、
梨
１１１

省
］
孝

監
将
の
胴
上
げ
を
す

っ
か
【

見
逃
し
て
し
ま

っ
た
」
と

，

実
す
る
。

本
拠
地
で
最
後
の
試
合

，

な
っ
た
こ
の
日
も
、
黒
田
一

ん
は
、
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
ブ

と
、
両
手
に
持

っ
た
鮮
や
＾

な
黄
Ｌ
と
ピ
ン
ク
色
の

一〓

ン
ポ
ン
一
を
振
り
な
が
ら
古

援
を
送

っ
た
が
、
日
曜
も
「

を
ぬ
ぐ
う
仕
車
を
見
せ
た

「
パ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
が
消
え
ス

こ
と
に
よ
だ
納
得
が
で
き
か

い
。
気
持
ち
の
移
理
に
時
円

が
か
か
り
そ
う
。
も
っ
と
二

く
応
援
し
た
か

っ
た
」

大
阪
市
の
主
婦
、
小
関
幸

一代
さ
ん

（
６５
）
は

一
日
本

一

●
は
な
れ

へ
ん
か

っ
た
け

ど
、
日
本

一
愛
さ
れ
た
チ
ー

ム
や
と
思
う
」
と
涙
を
浮
か

一
べ
、
会
社
を
早
遺
し
て
駆
け

一部
“
立
麻
報
師
¨
俎
パ
団
“

一
一
近
飲
ナ
イ

ン
の
雄
姿
を
ま

一ぶ

た

に
焼

き

付

け

て

は
じ

一
い

一
と
二
歳

に
な
る
長
男
を

一抱
き
上

げ
た
．

将
来
心
配

「

~

大
阪
ド
ー
ム
の
内
野
席
に

内
野
席
で
声
援
を
送
る
燕
国
恵
美
子
さ
ん

ン
．
約
十
年
前
、

日
に
耐
ま

っ
た
選
手
が
近
鉄
に
入
団
し

た
の
が
き

っ
か
け
で
大
阪
ト

―
ム
ヘ
出
か
け
る
よ
う
に
な

・

り
、
書
の
キ

ャ
ン
プ
に
も
足

一

願が転珍



宝石の III欄 大募集 !!
宝 石にまつわる川柳 を募集 してお ります。
お客様の声 に書 いてFAXで も、お葉書でも、電話でもEメ ールでもOKで
｀ず:~‐じちえり二通信に掲載させてぃただきま～す。

指轟響続種籍危婆貨寡9フ著夢骨ftrFれ
る天然石、マタイトの

●あんな話こんな話マ ッチ審―す fr
、 ゛                          ‐

ソ ュエ リーの事ならとりあえずワタクシメにご相談 く
わからなかつたら勉強 してからお答えします。

咤瀾
｀
業緋fλ内110_956

ださい |

…‖ 5
にお電話 ください。
井原一成 はいてますか～ 2と お電話 ください。
それ と、同封の返信用無料 ノヽガキで どなた様 にもお気軽 にお便 りいた
だけるよ うに工夫 [ノ ま した。切手 はい りませ義 P
ホ ン トに            1靖 おυ績F

『 ベ ン持 つて 書いてポストIFし、し≧RPだ |ム
で～す。 よ ろ しくおね充

"必
樽T生ノPTitttてとこ翼卜1幣!管毛

I二

1
ホームページ www.hct.zaq.ne.』 p/:hara/
マ ッテ マ ～ス。

●お誕生日をお知ら世くださ～い f

時 々「お客様の声 ノヽガキの下にお誕生 日を書 く欄があるけどなにかあ
るの 7」 とお問 い合わせ をいただきます。

●こちらじ ゅえ ιl一 通信編集部 fr
じゅえ リー通信編集部の面 々で～す。
や つと涼 しくなつてきま したね行楽の秋ですミナサマはどこにお出か
けですか ?

たヽだ
~上

1ヽ いことがあ員

せ ください。

毛]蕉ζム霊劉轟嬰罐蠣
ゅえ リー いは らまで お知 ら

富生ちゃん
(丼原富生)

しし座○型

葛城古道をハイクし意した。
彼岸花と稲穂の赤と黄色と緑
の対比がもう秋なんだなぁ
と感じさせられました。



あι),こう8さ います。  じゅクι〕一いはらこす。  あι)がこう2きいまな。

お客様がらお預ガι)し ました

薄二善|:[醤ヒ麿簿言唇修遵| 〒

じゆクι)― いはらです。
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これな修理1古やっこもらセ
ろのガしら?あなた0宝石のお
悩みをご40談下さい。まずは
あ気軽ここお電話下さい象。

□菫R国→):夕く10120‐956‐ li5
指輪お直 し

お直 し
5,〇〇〇円より

指輪サイズ直 し 1,〇〇〇円より

指輪ロー付け修理 1,000円よリ  ビアスカB工

イヤ リング加工7,○○○円より新品イ士上げ  2,○○○円より

2,○○○円より
 /  1抗 :|キ言にお,貞 し

石留め         .
ネックレスお直 し  ち′

 胴0時言十電 ,也交換 500円500円
    コマ足 し 。外 し 300円

チ ェーン丸管交換

弓1輪・プ レー ト交換 1,500鳥
  秀 ラス交換    3,○○○円よ り

|ュ ーズ修理  3,○○○円よ り

ョ 1胎 碁轟掃除 (ォ _ノ ―ヾホ ール )

チ ェーンロー付け

ネ ックレス 糸替え

                 ハ.は ご本国談 <ださ (

象牙ネ ックレス漂〔

3,OOO円よりノヽ 一ル珠足 し
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※地金の査定・鑑定無料で承ります。
※ご来店の際はご本人様とわかるもの
(運転免許証又は保険証)をお持ちください。

宝石・貴金属
作 つて、直せる、宝石屋さん。

じゅえリーいはら
東大阪市足代1-21-5
市施の戎 つさん入 り□角

面  0120-956-115
(木曜定休日)

あι〕″こう2さいます。 じわクC)一 Clはらであ。 あり″こう8きいます。 じゅクι〕二いはらで01


